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く
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２
０
２
６
春
闘
。「
16
～

17
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
は
Ｎ

Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
各
社
に
要

求
書
を
提
出
し
た
」「
要
求

は
グ
レ
ー
ド
賃
金
お
よ
び

成
果
手
当
を
合
わ
せ
て

３
・
75
％
改
善
」「
25
年
度

の
物
価
上
昇
分
２
・
75
％

に
生
活
向
上
分
１
％
を
加

味
し
た
と
の
こ
と
だ
」「
そ

れ
で
も
要
求
が
低
い
と
感

じ
る
。
ぜ
ひ
満
額
と
っ
て

ほ
し
い
」「
妥
結
交
渉
で

は
、
基
本
賃
金
で
あ
る
グ

レ
ー
ド
賃
金
へ
の
配
分
増

も
求
め
た
い
」「
ス
ト
ラ
イ

キ
一
票
投
票
が
行
わ
れ
て

い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

18
日
、
特
別
国
会
開
会
。

「
通
常
国
会
は
冒
頭
解
散

に
な
っ
た
の
で
、
特
別
国

　

日
経
平
均
株
価
が
５
万

円
を
超
え
史
上
最
高
値
を

突
破
、
大
企
業
は
史
上
最

高
益
を
４
年
連
続
の
更
新
。

大
株
主
と
大
企
業
へ
の
富

の
集
中
は
極
端
化
し
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
始
ま
り
か

ら
12
年
間
で
株
主
へ
の
配

当
は
２
・
８
倍
に
な
り
、大

大
企
業
の
労
働
分
配
率
大
幅
減  

37
・
４
％

　

富
の
集
中
を
た
だ
そ
う

　

大
幅
な
賃
上
げ
と
時
短
は
可
能
だ

企
業
の
内
部
留
保
は
５
６

１
兆
円
へ
２
０
０
兆
円
以

上
も
積
み
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
大
株
主
の
た
め
の

「
自
社
株
買
い
」
が
急
増
。

「
株
主
利
益
率
」を
あ
げ
る

た
め
に
黒
字
リ
ス
ト
ラ
が

横
行
。
大
企
業
の
労
働
分

配
率
は
大
幅
減
で
、
２
０

２
４
年
度
は
37
・
４
％
で

す
。

　
「
富
の
集
中
」
を
た
だ

し
、
労
働
者
の
つ
く
っ
た

富
を
労
働
者
の
手
に
、
賃

上
げ
と
一
体
に
、
労
働
時

間
短
縮
で「
自
由
な
時
間
」

も
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
企
業
優
遇
税
制
を
是

正
し
て
消
費
税
減
税
に

使
っ
て
も
、
内
部
留
保
の

一
部
と
株
主
に
過
剰
に

回
っ
て
い
る
資
金
の
活
用

で
賃
上
げ
す
る
体
力
は
大

企
業
に
は
十
分
に
あ
り
ま

す
。
消
費
税
減
税
と
セ
ッ

ト
の
物
価
を
上
回
る
賃
上

げ
が
、
日
本
経
済
の
成
長

の
道
で
す
。

早
春
の
花
め
ぐ
り

　

各
地
で
梅
ま
つ
り
開
催

中
。
梅
の
花
の
あ
い
だ
を

メ
ジ
ロ
な
ど
が
飛
び
交
う
。

ロ
ウ
バ
イ
や
マ
ン
サ
ク
の

花
は
黄
や
紅
色
。

　

神
代
植
物
公
園
や
野
川

公
園
、
調
布
野
草
園
で
は

早
春
の
野
草
が
次
々
開
花
。

「建国記念の日」不承認集会

　　　　さいたま市

　
「『
建
国
記
念
の
日
』
不

承
認　

軍
国
主
義
思
想
の

復
活
に
反
対
し
思
想
と
信

教
の
自
由
を
守
る
２
・
11

埼
玉
県
民
集
会
」
が
、
さ

い
た
ま
市
で
開
か
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
集
会
後
、

「
戦
争
し
た
が
る
総
理
は

い
ら
な
い
」
と
コ
ー
ル
し

な
が
ら
JR
浦
和
駅
ま
で
パ

セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
、
ス
ノ
ー

ド
ロ
ッ
プ
、
フ
ク
ジ
ュ
ソ

ウ
、ユ
キ
ワ
リ
イ
チ
ゲ
。白

や
黄
色
の
小
さ
く
花
が
か

わ
い
い
。
ク
リ
ス
マ
ス

ロ
ー
ズ
も
咲
き
出
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
）

レ
ー
ド
し
ま
し

た
。

　

埼
玉
歴
史
教

育
者
協
議
会
の

佐
々
木
孝
夫
氏

が
基
調
報
告
。

１
９
６
６
年
の

「
建
国
記
念
の

日
」
制
定
か
ら

続
く
不
承
認
運

動
が
60
年
と

な
っ
た
今
年
、

総
選
挙
で
自
民

党
が
３
分
の
２

の
議
席
を
占
め

る
な
ど
、
極
め

て
危
険
な
状
況

だ
と
し
て
「
私

た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
、

星
の
数
ほ
ど
学
習
会
を
開

く
こ
と
。
社
会
の
隅
々
に

『
平
和
の
と
り
で
』
を
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

会
と
し
て
会
期
は
１
５
０

日
、
７
月
17
日
ま
で
だ
」

「
高
市
首
相
は
予
算
の
年

度
内
成
立
と
い
う
が
、
新

年
度
予
算
の
審
議
時
間
は

十
分
確
保
す
べ
き
だ
」「
物

価
対
策
や
政
治
と
金
の
問

題
、
防
衛
費
の
大
幅
増
額

な
ど
き
ち
っ
と
議
論
し
て

ほ
し
い
」「
国
民
は
高
市
政

権
に
白
紙
委
任
し
た
わ
け

で
は
な
い
」「
す
じ
を
通
す

共
産
党
に
は
頑
張
っ
て
も

ら
い
た
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
本
が
約
束
し
た
84
兆

円
の
対
米
投
資
の
第
１
弾

発
表
。「
人
工
ダ
イ
ヤ
や
ガ

ス
火
力
発
電
所
建
設
な

ど
」「
84
兆
円
と
は
国
民
一

人
当
た
り
80
万
円
に
も
な

る
途
方
も
な
い
も
の
だ
」

「
日
本
総
研
の
寺
島
実
郎

会
長
は
『
日
本
は
米
国
へ

の
過
剰
同
調
を
避
け
、
多

国
間
協
調
主
義
や
民
主
主

義
を
大
切
に
す
る
べ
き
』

と
コ
メ
ン
ト
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入

車
審
査
手
続
き
を
簡
素
化
。

「
排
ガ
ス
・
騒
音
に
対
す
る

追
加
試
験
を
無
く
す
と
い

う
」「
大
気
汚
染
対
策
に
排

ガ
ス
規
制
は
必
要
不
可
欠

だ
」「
な
ん
で
も
ア
メ
リ
カ

言
い
な
り
で
は
困
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

「
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
・

ペ
ア
の
リ
ク
リ
ュ
ウ
に
は

感
動
し
た
」「
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
で
は
若
手
が
大
活
躍

だ
っ
た
」「
カ
ー
リ
ン
グ
は

力
を
出
し
き
れ
ず
残
念
。

氷
を
読
む
の
は
む
ず
か
し

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
梅
が
満
開
だ
」「
小
金

井
公
園
の
梅
園
も
い
い
香

り
だ
っ
た
」「
道
ば
た
に
ス

イ
セ
ン
が
咲
き
続
け
て
い

る
」

　

米
海
兵
隊
は
10
日
、

２
０
２
６
年
版
「
海
兵
航

空
計
画
」
を
公
表
。
垂
直

離
着
陸
機
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ

レ
イ
に
つ
い
て
、
27
年
12

月
ま
で
に
無
制
限
の
運
用

を
再
開
す
る
と
の
見
通
し

を
示
し
ま
し
た
。

　

現
在
米
海
兵
隊
は
、
開

発
段
階
か
ら
墜
落
事
故
を

繰
り
返
し
て
き
た
Ｍ
Ｖ
22

Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
欠
陥
未
解
決
の
ま
ま

飛
行
再
開
・
無
制
限
運
用
へ

　

欠
陥
機
は
た
だ
ち
に
撤
去
せ
よ

に
関
し
、「
近
傍
の
飛
行
場

か
ら
30
分
以
内
で
着
陸
で

き
る
距
離
の
飛
行
」
な
ど

の
制
限
を
設
け
て
い
ま
す

が
、
住
宅
地
の
ど
真
ん
中

に
あ
る
普
天
間
基
地
に
20

機
配
備
さ
れ
て
い
る
米
海

兵
隊
の
Ｍ
Ｖ
22
は
全
国
を

飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
重
大
事
故
の
原

因
と
な
っ
た
、
エ
ン
ジ
ン

の
動
力
を
伝
え
る
装
置
の

交
換
は
今
年
１
月
に
開
始

し
、
完
了
は
33
年
ま
で
か

か
る
と
し
、
エ
ン
ジ
ン
と

プ
ロ
ペ
ラ
を
つ
な
ぐ
ク

ラ
ッ
チ
が
再
結
合
す
る
際

の
不
具
合
も
、
更
新
は
28

年
以
降
に
開
始
さ
れ
る
と

し
て
い
ま
す
。

　

破
滅
的
な
事
故
が
発
生

す
る
リ
ス
ク
を
抱
え
な
が

ら
、
安
全
軽
視
・
運
用
再

開
あ
り
き
の
姿
勢
が
如
実

に
表
れ
て
い
ま
す
。
危
険

き
わ
ま
り
な
い
欠
陥
機
オ

ス
プ
レ
イ
は
た
だ
ち
に
撤

去
す
べ
き
で
す
。

政
府
の
言
い
訳
、「
唯
一

の
道
」
は
破
綻

　

最
も
危
険
と
言
わ
れ
て

い
る
米
軍
・
普
天
間
基
地

の
返
還
の
た
め
に
は
、
代

替
先
と
な
る
辺
野
古
新
基

地
建
設
が
「
唯
一
の
道
」

と
政
府
は
繰
り
返
し
て
い

る
が
、
米
海
兵
隊
幹
部
の

論
文
で
は
両
方
の
基
地
を

日
米
で
共
同
使
用
す
る
と

の
論
文
を
出
し
た
。
新
基

地
は
滑
走
路
が
短
い
か
ら
、

完
成
し
て
も
代
替
に
は
な

ら
な
い
と
い
う
。

　
「
唯
一
の
道
」と
の
弁
明

は
破
綻
し
た
。
政
府
は
沖

縄
の
負
担
軽
減
を
言
う
の

な
ら
、
新
建
設
を
即
刻
中

止
し
、
代
替
な
し
に
普
天

間
基
地
の
返
還
を
米
政
府

に
迫
る
べ
き
だ
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
）

臨時教員 1600 人正規化

茨城県が段階的に実施へ
　日本共産党くり返し要求

　

茨
城
県
は
臨
時
的
任
用

教
員
（
臨
時
教
員
）
に
つ

い
て
、
９
割
以
上
に
あ
た

る
約
１
６
０
０
人
を

２
０
３
２
年
度
ま
で
に
段

階
的
に
正
規
化
す
る
方
針

を
決
め
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
県
議
団
は
、

慢
性
的
な
教
員
不
足
を
解

消
す
る
た
め
に
も
臨
時
教

員
の
正
規
化
を
す
す
め
る

よ
う
、
県
に
く
り
返
し
求

め
て
き
ま
し
た
。

　

県
教
育
改
革
課
に
よ
る

と
、
県
内
の
臨
時
教
員
数

は
小
中
高
・
特
別
支
援
学

校
あ
わ
せ
て
約
１
７
０
０

人
に
の
ぼ
り
ま
す
。
臨
時

教
員
と
正
規
教
員
で
年
収

も
約
１
５
０
万
円
も
の
開

き
が
あ
り
、
正
規
化
で
待

遇
改
善
も
は
か
ら
れ
ま
す
。

非正規移民 50 万人に
　　在留・就労許可
　　　スペイン

　

ス
ペ
イ
ン
政
府
は
１
月

27
日
、
国
内
に
い
る
約

50
万
人
の
非
正
規
移
民
に

在
留
資
格
と
就
労
許
可
を

出
し
ま
し
た
。
サ
イ
ス
移

民
相
は
、「
政
府
は
人
権
、

社
会
へ
の
統
合
、
共
生
と

い
う
価
値
観
に
基
づ
き
、

経
済
成
長
と
社
会
の
調
和

を
達
成
す
る
移
民
受
け
入

れ
モ
デ
ル
を
広
げ
て
い

く
」
と
表
明
し
ま
し
た
。

　

背
景
に
は
移
民
支
援
に

取
り
組
ん
で
き
た
市
民
運

動
が
あ
り
ま
し
た
。
２
０

２
１
年
ご
ろ
か
ら
人
権
団

体
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
約
９
０

０
の
市
民
団
体
が
署
名
活

動
を
開
始
。
憲
法
に
基
づ

く
市
民
に
よ
る
立
法
発
議

を
目
指
し
、
70
万
筆
の
署

名
を
集
め
て
議
会
に
提
出

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
排
外
主

義
が
広
が
る
欧
州
で
一
石

を
投
じ
る
動
き
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。


